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はじめに

このマニュアルでは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアを使用し
て、BEA WebLogic 6.1および 7アプリケーションやファイルを取得し配備する方法に
ついて説明します。

対象読者
このマニュアルは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアと BEA
WebLogic 6.1および 7の機能性を統合したいと考えているN1 Grid Service
Provisioning System 5.0ソフトウェアのシステム管理者およびオペレータを対象にし
ています。対象読者は、次の知識があることを前提とします。

� N1 Grid Service Provisioning System 5.0製品
� 標準の UNIX®およびWindowsコマンドとユーティリティ
� 一般的概念および BEA WebLogic 6.1および 7製品で使用可能な管理機能

お読みになる前に
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアの使用経験がない場合は、次のマ
ニュアルの一読をお勧めします。

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0リリースノート』
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このマニュアルの構成
第 1章は、BEA WebLogicプラグインソリューションの概要について説明します。

第 2章は、プラグインのインストールと構成方法について説明します。

第 3章は、プラグインで BEA WebLogicアプリケーションおよびファイルを取得し配
備する方法と、WebLogic特有のコンポーネントタイプについて説明します。

関連する Sun以外のWebサイトの参照
このマニュアルで参照されている Sun以外の URLには、関連する情報が提供されて
います。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。サンは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って実際
に発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失についても、Sunは
一切の責任を負いません。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。
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第 1章

WebLogic Plug-Inの概要

この章では、N1 Grid Service Provisioning Systemを使用したBEA WebLogic 6.1およ
び 7アプリケーションのプロビジョニングについて説明します。この章では、次の内
容について説明します。

� 11ページの「WebLogic Plug-Inの目的」
� 12ページの「BEA WebLogic Plug-Inに含まれるコンポーネント」
� 12ページの「BEA WebLogic Plug-Inの使用要件」

WebLogic Plug-Inの目的
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアは、BEA WebLogic 6.1および 7ア
プリケーションをすぐに使用可能にする増強された機能を提供します。BEA
WebLogicアプリケーションは参照サーバーから取得し、このアプリケーションをど
のように構成するかを厳密に選択できます。また、アプリケーションをスタンドアロ
ン環境、管理対象環境、またはクラスタ化した BEA WebLogic環境に配備できます。

注 –このプラグインを使用して BEA WebLogic環境を管理する場合、BEA WebLogic
アプリケーションはプロビジョニングソフトウェアの外に配備しないでください。ま
た、プロビジョニングソフトウェアの外で管理しないでください。BEA WebLogicア
プリケーションは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアでのみ管理す
るようにしてください。
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BEA WebLogic Plug-Inに含まれるコン
ポーネント
BEA WebLogic Plug-Inには、複数のWebLogic特有のコンポーネントタイプと、事前
定義のコンポーネントおよびリソースファイルが含まれており、簡単にWebLogic
Enterprise、Enterprise JavaBeans (EJB)、およびWeb Applicationsを取得、構成、お
よび配備することができます。これらのコンポーネントタイプは、3つのファミリに
グループ化することができます。

� 3種類のWebLogic仮想ホストをサポートするコンポーネントタイプ

� WebLogic管理サーバー
� WebLogic管理対象サーバー
� WebLogicクラスタ

� WebLogic 6.xおよび 7.xアプリケーションサーバー上で、配備用アプリケーション
の配備とプルを行うための特殊コンポーネント

� WebLogicプラットフォームの Enterprise JavaBeans™テクノロジーベースAPIで
統合された特殊コンポーネントロジック

BEA WebLogic Plug-Inの使用要件
BEA WebLogic Plug-Inを配備する予定のホストは、次の要件を満たす必要がありま
す。

WebLogicソフトウェア BEA Systems WebLogic version 6.1または 7.0が、N1
Grid Service Provisioning System環境に存在している
必要があります。これにより、配備するアプリケー
ションとファイルを取得できます。

オペレーティングシステム BEAシステムによって指定される UNIXまたは
Windowsオペレーティングシステムの適切なバー
ジョン

ディスク容量 Windowsシステムの場合、インストール製品用に約
236Mバイトの未使用記憶領域が必要であり、約 170M
バイトの一時記憶域がインストーラに要求されます。

UNIXシステムの場合、インストール製品用に約 196M
バイトの未使用記憶領域が必要であり、約 162Mバイ
トの一時記憶域がインストーラに要求されます。

RAM 256Mバイト (最小)、512Mバイト (推奨)
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Javaランタイム環境 (JRE) WebLogic Serverのインストールで、JREが実行されて
いる必要があります。JREが含まれる Java 2 Software
Development Kit (SDK)は、Windowsインストールプ
ログラムと、一部の UNIXインストールプログラム (拡
張子が .bin)にバンドルされています。ほかの UNIX
プラットフォームについては、WebLogic Serverイン
ストールプログラムには、Java 2 SDKが含まれません
(拡張子が .jar)。.jarインストールプログラムを実
行するには、正しいバージョンの Java 2 SDKがシステ
ムにインストールされている必要があり、PATH 変数の
先頭に SDKの binディレクトリを含める必要があり
ます。インストールプロセスによって、JAVA_HOME変
数と関連変数がここをポイントするように設定される
ため、必ず SDKを使用するようにしてください。

また、配備するWebLogicアプリケーションを取得できる現在のWebLogic環境が必
要です。この環境の必要条件は、以下のとおりです。

WebLogicアプリケーション 必要に応じて構成されているWebLogic 6.1または 7.0
アプリケーション

第 1章 • WebLogic Plug-Inの概要 13
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第 2章

BEA WebLogic Plug-Inのインストー
ルと構成

この章では、BEA WebLogic Plug-Inのインストールと構成方法について説明します。
この章では、次の内容について説明します。

� 15ページの「BEA WebLogic Plug-Inの取得」
� 15ページの「BEA WebLogic Plug-Inの N1 Grid Service Provisioning Systemへ
の追加」

� 16ページの「環境に合わせたソリューションのカスタマイズ」

BEA WebLogic Plug-Inの取得
BEA WebLogic Plug-Inは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアへのプ
ラグインとしてパッケージ化されます。プラグインは、Java™ Archive (JAR)ファイ
ルにパッケージ化されます。BEA WebLogic Plug-Inのプラグインファイルは、N1
Grid Service Provisioning System 5.0 Supplement CDからインストールするか、Sun
ダウンロードセンターから入手できます。

BEA WebLogic Plug-Inの N1 Grid
Service Provisioning Systemへの追加
指定のプラグインを N1 Grid Service Provisioning System製品に認識させるには、プ
ラグインをインポートする必要があります。プラグインは、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で説明
する手順に従ってインポートしてください。

1. メインウィンドウの「Administrative」セクションで、「Plug-ins」をクリックし
ます。
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2. 「Plug-ins」ページの「Action」カラムで、「Import」をクリックします。

3. com.sun.weblogic_1.1.jarファイルをダウンロードした場所へ移動します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了したら、プラグインの詳細ページが現れ、プラグインに
よって提供されるオブジェクトが表示されます。

プラグインアーカイブファイルは、コマンド行からインポートすることもできます。
次のコマンドを使用します。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.weblogic_1.1.jar u username -p password

環境に合わせたソリューションのカスタ
マイズ
BEA WebLogic Plug-Inを環境に合わせてカスタマイズする場合は、
com.sun.weblogic_1.1.jar ファイル内の readme.txt ファイルを参照してくだ
さい。
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第 3章

BEA WebLogic Plug-Inの使用

BEA WebLogic Plug-Inは、特有のコンポーネントタイプを多数提供しているため、
WebLogicアプリケーションの機能に簡単にアクセスできます。この章では、次の内
容について説明します。

� 17ページの「WebLogicサーバーおよびクラスタの作成と管理」
� 25ページの「WebLogicアプリケーションの取得と編集」
� 27ページの「コンポーネントタイプ」
� 31ページの「プラン」

WebLogicサーバーおよびクラスタの作
成と管理
「WebLogic common tasks」ページを使用して、プロビジョニングソフトウェアの
WebLogicサーバーおよびクラスタを作成し管理します。次のタスクを実行します。

� 17ページの「WebLogic Admin Server for 7.0を作成する」
� 19ページの「WebLogic Admin Server for 6.1を作成する」
� 21ページの「WebLogicクラスタを作成する」
� 22ページの「WebLogicサーバーインスタンスを管理する」

� WebLogic Admin Server for 7.0を作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage 7.0 Admin Servers」をク
リックします。

手順
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3. 7.0 Admin Serverコンポーネント用の「Components Details」ページで、
「default:install」の横にある「Run action」をクリックします。

4. この管理サーバー用に変数を設定するには、そのウィンドウの「Plan
Parameters」セクションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる変数セットを新たに作成するには、「Create Set」を
クリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. 表上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定のセット名を入力しま
す。

b. WebLogic管理サーバーの名前を指定するには、adminHostの横にある
ボックスをクリックして、フィールドに名前を入力します。

c. WebLogic管理サーバーのポート番号をデフォルト値の 7001から変更する
には、adminPortの横にあるボックスをクリックして、フィールドに新し
い番号を入力します。

d. WebLogic管理サーバーへの接続にセキュア HTTPを使用することを指定
するには、secureConnectの横にあるボックスをクリックして、フィール
ドに「True」を入力します。

e. WebLogicがインストールされた場所にパスを変更するには、wlHomeDir
の横にあるボックスをクリックして、フィールドにパスを入力します。

f. WebLogicドメイン名を変更するには、domainNameの横にあるボックスを
クリックして、フィールドにドメイン名を入力します。

残りの変数は事前に定義されていますが、必要に応じて変更することも可能
です。

� targetRefNameは、ホスト名およびドメイン名の値に基づいて作成さ
れます。この変数の形式は、 :[target:sys.hostName ]_admin_:[
domainName]です。

� installPathは、ドメイン名の値に基づいて作成されます。この変数
の形式は、 admin_:[domainName ] です。

� webLogicJARPathは、WebLogicホームディレクトリの値に基づいて
作成されます。この変数の形式は、:[
wlHomeDir]:[/]weblogic700:[/]server:[/]lib:[/]weblogic.jar
です。

� domainRoot は、 user_projects です。

g. コンポーネントの変数値を更新したあと、「Save」をクリックします。
新しい変数設定が表に表示されます。

h. 「選択」をクリックします。

� 別のコンポーネントに変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。
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「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、インポートする変数設定を持つコンポーネントが含まれる
フォルダに移動します。

b. コンポーネントバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンによって異なります。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートした変数設定が表に表示されます。

d. 「選択」をクリックします。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� WebLogic Admin Server for 6.1を作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage 6.1 Admin Servers」をク
リックします。

3. 6.1 Admin Serverコンポーネント用の「Components Details」ページで、
「default:install」の横にある「Run action」をクリックします。

4. この管理サーバー用に変数を設定するには、そのウィンドウの「Plan
Parameters」セクションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる変数セットを新たに作成するには、「Create Set」を
クリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. 表上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定のセット名を入力しま
す。

b. WebLogic管理サーバーの名前を指定するには、adminHostの横にある
ボックスをクリックして、フィールドに名前を入力します。

c. WebLogic管理サーバーのポート番号をデフォルト値の 7001から変更する
には、adminPortの横にあるボックスをクリックして、フィールドに新し
い番号を入力します。

手順
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d. WebLogic管理サーバーへの接続にセキュア HTTPを使用することを指定
するには、secureConnectの横にあるボックスをクリックして、フィール
ドに「True」を入力します。

e. WebLogicがインストールされた場所にパスを変更するには、wlHomeDir
の横にあるボックスをクリックして、フィールドにパスを入力します。

f. WebLogicドメイン名を変更するには、domainNameの横にあるボックスを
クリックして、フィールドにドメイン名を入力します。

残りの変数は事前に定義されていますが、必要に応じて変更することも可能
です。

� targetRefNameは、ホスト名およびドメイン名の値に基づいて作成さ
れます。この変数の形式は、 :[target:sys.hostName ]_admin_:[
domainName]です。

� installPathは、ドメイン名の値に基づいて作成されます。この変数
の形式は、 admin_:[domainName ] です。

� webLogicJARPathは、WebLogicホームディレクトリの値に基づいて
作成されます。この変数の形式は、:[
wlHomeDir]:[/]lib:[/]weblogic.jar です。

g. コンポーネントの変数値を更新したあと、「Save」をクリックします。

新しい変数設定が表に表示されます。

h. 「選択」をクリックします。

� 別のコンポーネントに変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、インポートする変数設定を持つコンポーネントが含まれる
フォルダに移動します。

b. コンポーネントバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンによって異なります。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートした変数設定が表に表示されます。

d. 「選択」をクリックします。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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� WebLogicクラスタを作成する
WebLogicサーバークラスタは、同時に稼動する複数のWebLogicサーバーインスタ
ンスで構成され、それらが共に動作することで高いスケーラビリティと信頼性を提供
します。クライアントからは、クラスタは単一のWebLogicサーバーインスタンスに
見えます。クラスタを構成するサーバーインスタンスは、同一マシン上で稼動するこ
とも、異なるマシンに置くこともできます。1台のクラスタマシン上の各サーバーイ
ンスタンスは、同一バージョンのWebLogicサーバーを実行する必要があります。

注 – N1 Grid Service Provisioning System環境では、クラスタを作成したあとで、ク
ラスタ内に置く管理対象サーバーを作成します。管理対象サーバーを作成しているあ
いだ、変数リスト内の任意引数の 1つはクラスタホスト名です。管理対象サーバーを
インストールしているあいだ、このクラスタのホスト名はそれに対する依存性の作成
に使用されます。クラスタを作成する前に管理対象サーバーを作成すると、クラスタ
ホストがなくなり、依存性の作成に失敗します。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage Clusters」をクリックしま
す。

3. WebLogicクラスタコンポーネント用の「Components Details」ページで、
「default:install」の横にある「Run action」をクリックします。

4. このクラスタ用に変数を設定するには、そのウィンドウの「Plan Parameters」セ
クションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる変数セットを新たに作成するには、「Create Set」を
クリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. 表上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定のセット名を入力しま
す。

b. クラスタの名前を指定するには、targetNameの横にあるボックスをク
リックして、フィールドにクラスタ名を入力します。

c. コンポーネントの変数値を更新したあと、「Save」をクリックします。

新しい変数設定が表に表示されます。

d. 「選択」をクリックします。

� 別のコンポーネントに変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

手順
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a. 必要に応じて、インポートする変数設定を持つコンポーネントが含まれる
フォルダに移動します。

b. コンポーネントバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンによって異なります。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートした変数設定が表に表示されます。

d. 「選択」をクリックします。

5. クラスタを定義するターゲットWebLogic管理サーバーを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. 説明に従って、クラスタの一部に含まれるサーバーインスタンスを作成します。

� WebLogicサーバーインスタンスを管理する
実在する各WebLogic管理サーバーに対して、複数のサーバーインスタンスを実行で
きます。この手順では、WebLogicサーバーインスタンスの作成、起動、および停止
方法について説明します。

注 – WebLogicアプリケーションは、N1 Grid Service Provisioning Systemの外で管理
しないでください。プロビジョニングソフトウェアを使用する場合、WebLogicアプ
リケーションは、プロビジョニングソフトウェアでのみ管理するようにしてくださ
い。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage Server Instances」をク
リックします。

3. 管理対象サーバーインスタンスを作成するには、「Components Procedures list」
の「Default:Install」の横にある「Run action」をクリックします。

a. この管理対象サーバーに適用する変数のセットを選択するには、そのウィンド
ウの「Plan Parameters」セクションにある「Select from List」をクリックしま
す。

� デフォルト値とは異なる変数セットを新たに作成するには、「Create Set」
をクリックします。

手順
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「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

i. 表上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定のセット名を入力
します。

ii. この管理対象サーバーインスタンスが実行されるWebLogic管理サー
バーの名前を指定するには、adminServerHostNameの横にある
ボックスをクリックして、フィールドに名前を入力します。この名前
は、存在するWebLogic管理サーバーの名前でなければなりません。

iii.管理対象サーバーインスタンスに名前を指定するには、targetNameの
横にあるボックスをクリックして、フィールドに名前を入力します。

この名前は、targetNameで使用されて、管理対象サーバーインスタン
スの実際の名前が作成されます。

iv. 管理対象サーバーインスタンスのフルネームを指定するには、
targetRefNameの横にあるボックスをクリックして、フィールドに名
前を入力します。

デフォルトでは、targetRefNameはホスト名に基づいて作成され、ホ
ストのタイプ (例「server」)と、前の手順で指定した targetNameが
付きます。

v. 管理対象サーバーインスタンスをインストールする場所のパスを指定す
るには、installPathの横にあるボックスをクリックして、完全なパ
ス名を入力します。

デフォルトでは、installPathはホストのタイプに基づいて作成さ
れ、adminServerHostNameまたはほかの対象可能なコンポーネント
のいずれかのドメイン名と、targetNameが付きます。

vi. この管理対象サーバーがクラスタの一部に含まれる場合は、
clusterHostNameを指定します。

注 –管理対象サーバーは、このクラスタの存在に依存します。クラスタ
が存在しない場合は、先にクラスタを作成してから、管理対象サーバー
インスタンスの作成と管理を行ってください。

vii.WebLogic起動スクリプトの完全なパスを指定します。

適切なスクリプトが存在しない場合、WebLogicサーバーインスタンス
を起動できません。デフォルトのWebLogic起動スクリプトを変更する
必要があります。特に、次の変数に値を指定する必要があります。

� SERVER_NAME= server_name — WebLogic管理サーバーの名前（例
managed2）

� ADMIN_URL= URL_for_server — WebLogicサーバーの URL（例
http://myplace.domain.me.com:7001/）
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� WLS_USER=${1} — WebLogicサーバーで使用されるユーザー名。
${1}命名法は、スクリプトを呼び出すときに、指定する最初の引数に
WebLogicユーザー名を設定します。これにより、サーバー起動時に
ユーザー名を問い合わせるプロンプトは表示されません。

� WLS_PW=${2} — WebLogicユーザー名のパスワード。${2}命名法
は、スクリプトを呼び出すときに、2番目の引数として指定するパス
ワードにWebLogicパスワードを設定します。これにより、サーバー
起動時にパスワードを問い合わせるプロンプトは表示されません。

注 –起動スクリプトにこれらの変更を行う場合、定義した値を無効にす
るようなスクリプト中の古い情報は、必ず削除するようにしてくださ
い。また、スクリプトはバックグラウンドで実行されるように設定し、
スクリプトの入出力ストリームはリダイレクトするようにしてくださ
い。

viii.コンポーネントの変数値を更新したあと、「Save」をクリックします。

新しい変数設定が表に表示されます。

ix. 「選択」をクリックします。

管理対象サーバーインスタンス用の「Components Details」ページに戻
ります。

� 別のコンポーネントに変数設定を使用するには、「Import Set」をクリック
します。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

i. 必要に応じて、インポートする変数設定を持つコンポーネントが含まれ
るフォルダに移動します。

ii. コンポーネントバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンによって異なります。

iii.「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートした変数設定が表に表示されます。

iv. 「選択」をクリックします。

管理対象サーバーインスタンス用の「Components Details」ページに戻
ります。

b. 管理対象サーバーインスタンスの「Components Details」ページで、この管理
対象サーバーインスタンスを実行するターゲットホストを選択します。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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4. WebLogic管理対象サーバーインスタンスを起動するには、管理対象サーバーイン
スタンス用の「Components Details」ページにある「Component Procedures
list」の「Start」の横にある「Run action」をクリックします。

a. 管理対象サーバーを選択します。

b. 「Run Selected Installations」をクリックします。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

5. WebLogic管理対象サーバーインスタンスを停止するには、管理対象サーバーイン
スタンス用の「Components Details」ページにある「Component Procedures
list」の「Stop」の横にある「Run action」をクリックします。

a. 管理対象サーバーを選択します。

b. 「Run Selected Installations」をクリックします。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

WebLogicアプリケーションの取得と編
集
「WebLogic Common Tasks」ページでは、WebLogic Enterprise、EJB™、およびWeb
アプリケーションの取得、構成、および配備を行えます。

次のタスクを実行します。

� 26ページの「WebLogicエンタープライズアプリケーションまたは EARファイル
を取得する」

� 26ページの「WebLogic WebアプリケーションまたはWARファイルを取得す
る」

� 27ページの「WebLogic JARファイルを取得する」

注 – WebLogicアプリケーションは、N1 Grid Service Provisioning Systemの外に配備
しないでください。プロビジョニングソフトウェアを使用する場合、WebLogicアプ
リケーションは、プロビジョニングソフトウェアでのみ管理するようにしてくださ
い。

第 3章 • BEA WebLogic Plug-Inの使用 25



� WebLogicエンタープライズアプリケーションまた
は EARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで「Create New in the Enterprise
Applications (EAR)」セクションをクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. このエンタープライズアプリケーションを置くWebLogic管理サーバーを選択し
ます。

6. 階層をナビゲートして、取得するエンタープライズアプリケーションを見つけま
す。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

� WebLogic WebアプリケーションまたはWAR
ファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで「Create New in the Web Applications
(WAR)」セクションをクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. このWebアプリケーションを置くWebLogic管理サーバーを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得するWebアプリケーションを見つけます。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

手順

手順
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� WebLogic JARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで「Java Archives Containing EJBs (JAR)」
セクションをクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. この JARファイルを置くWebLogic管理サーバーを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得する JARファイルを見つけます。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

コンポーネントタイプ
BEA WebLogic Plug-Inは、いくつかのWebLogic特有のコンポーネントタイプを含み
ます。これらのコンポーネントタイプによって、最も一般的なWebLogicアプリケー
ションコンポーネントの多くをすばやくモデル化できます。また、インストール、ア
ンインストール、エクスポート、およびスナップショット動作を、自動的に特定のリ
ソースに関連付けます。サーバーおよびクラスタを作成し管理する場合、コンポーネ
ントタイプのほとんどはソフトウェアによって使用されます。そのため、直接操作す
るコンポーネントタイプは次のとおりです。

� エンタープライズアプリケーション (EAR)
� Webアプリケーション (WAR)
� Enterprise JavaBeans (EJB)を含む Java Archive (JAR)ファイル

エンタープライズアプリケーション (EAR)コン
ポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションをモデル化しま
す。コンポーネントは、パッケージとして、エンタープライズアプリケーションアー
カイブ (EAR)または EARの拡張バージョンを含みます。

手順
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エンタープライズアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれか 1つを使用して、このコンポーネントタイプ用のエンタープ
ライズアプリケーションを選択します。

� 管理サーバーのブラウザ。インストール済みのアプリケーションの 1つと、その関
連設定を選択できます。管理サーバーのブラウザに、管理サーバー上のエンタープ
ライズアプリケーションをアルファベット順に示すリストが表示されます。1つの
コンポーネントにつき 1つのエンタープライズアプリケーションを選べます。

� ファイルシステムのブラウザ。EARファイルを選択して、設定を含まないコン
ポーネントを作成できます。ファイルシステムのブラウザに、選択可能なファイル
およびディレクトリのリストが表示されます。これらのファイルのみの表示を選択
するか、ブラウザに *.earと入力します。

エンタープライズアプリケーションのインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをインストールするには、ター
ゲットホストとして、WebLogicサーバーまたはクラスタを使用する必要がありま
す。インストールプロセスでは、次の 3つの主要タスクを実行します。

1. ターゲットに EARファイルをインストールする
2. WebLogic管理サーバーに EARを登録する
3. ドメインのブラウズ時に以前取得したプロパティを適用する

エンタープライズアプリケーションのアンインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをアンインストールするには、
ターゲットから、エンタープライズアプリケーションのターゲット解除を行います。
エンタープライズアプリケーションがどこからもターゲットになっていなければ、登
録コンポーネントは、管理サーバーから削除されます。

エラー状態

表 3–1 WebLogicエンタープライズアプリケーションのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール トポロジが不正に構成されて
いる (ターゲットホストは正
しいドメインホストでポイン
トされない)

ターゲットの指定に失敗する

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い

インストールできない
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表 3–1 WebLogicエンタープライズアプリケーションのエラー状態 (続き)
アクション 状態 結果

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格証明が正しく構成されて
いない

操作に失敗する

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない

ブラウズに失敗する

Webアプリケーション (WAR)コンポーネントタイ
プ
このタイプのコンポーネントは、Webアプリケーションを含みます。コンポーネント
は、関連設定を持つWebアプリケーションか、関連設定を持たないWebアプリケー
ションのいずれかを含むことができます。

Webアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれか 1つを使用して、このコンポーネントタイプ用のWebアプリ
ケーションを選択します。

� 管理サーバーのブラウザ。インストール済みのアプリケーションの 1つと、その関
連設定を選択できます。管理サーバーのブラウザに、管理サーバー上のWebアプ
リケーションをアルファベット順に示すリストが表示されます。1つのコンポーネ
ントにつき 1つのWebアプリケーションを選べます。

� ファイルシステムのブラウザ。WARファイルを選択して、設定を含まないコン
ポーネントを作成できます。ファイルシステムのブラウザに、選択可能なファイル
およびディレクトリのリストが表示されます。これらのファイルのみの表示を選択
するか、ブラウザに *.warと入力します。

Webアプリケーションのインストール
Webアプリケーションコンポーネントをインストールするには、ターゲットホストと
して、WebLogicサーバーまたはクラスタを使用する必要があります。インストール
プロセスは、コンポーネントをターゲットにインストールし、含まれる登録コンポー
ネントをターゲットの管理サーバーにインストールします。

Webアプリケーションのアンインストール
Webアプリケーションコンポーネントをアンインストールするには、ターゲットか
ら、Webアプリケーションのターゲット解除を行います。Webアプリケーションがど
こからもターゲットになっていなければ、登録コンポーネントは、管理サーバーから
削除されます。
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エラー状態
表 3–2 WebLogic Webアプリケーションのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール トポロジが不正に構成されて
いる (ターゲットホストは正
しいドメインホストでポイン
トされない)

ターゲットの指定に失敗する

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い

インストールできない

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格証明が正しく構成されて
いない

操作に失敗する

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない

ブラウズに失敗する

EJBコンポーネントタイプを含む Javaアーカイブ
ファイル

ブラウズ
次のブラウザのいずれか 1つを使用して、このコンポーネントタイプ用の EJBまたは
JARファイルを選択します。

� 管理サーバーのブラウザ。インストール済みのアプリケーションの 1つと、その関
連設定を選択できます。管理サーバーのブラウザに、管理サーバー上のアプリケー
ションをアルファベット順に示すリストが表示されます。1つの EJBをコンポーネ
ント用に選択できます。

� ファイルシステムのブラウザ。JARファイルを選択して、設定を含まないコンポー
ネントを作成できます。ファイルシステムのブラウザは、選択可能なファイルおよ
びディレクトリのリストを提供します。これらのファイルのみの表示を選択する
か、ブラウザに *.jarと入力します。

インストール
このタイプのコンポーネントをインストールすると、ファイルまたはディレクトリ
は、インストールパスに基づくファイルシステムにコピーされます。コピーが終了す
ると、ファイルまたはディレクトリはWebLogic管理サーバーに登録されます。

アンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、ファイルまたはディレクト
リはマスタサーバーから削除されます。
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エラー状態
表 3–3 WebLogic EJBコンテナのエラー状態

アクション 状態 結果

アンインストール 依存WebLogic EJBがまだイ
ンストールされている

依存があることを示して、ア
ンインストールに失敗

プラン
BEA WebLogic Plug-Inによって含まれる事前に定義されたプランはありません。

リソース
BEA WebLogic Plug-Inによって含まれる追加リソースはありません。
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